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計量情報学の動向
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本稿の目的と範囲

本稿の目的は，科学情報の計量的分析に関する

研究の動向を展望し，あわせて今後扱われるべき

いくつかの研究課題の枠組みを提示することにあ

る.

計量情報学とは， bibliometrics あるいは infor­

metrics の訳と考えられ，カタカナのままでも使

われる. ビブリオメトリクスなる名称はプリチャ

ード (Pritchard) の造語であり， r図書およびそ

の他のコミュニケーション・メディアへの数学・

統計的方法の適用」 と定義された[ 1 ].インフォ

メトリクスは， 1980年に国際ドキュメンテーショ

ン連盟 (F 1 D) の中に，図書館学，情報学， ド

キュメンテーションの分野における数学的方法の

研究と教育を推進する円的で，新たに設置された

委員会の名称として使われている.いずれも比較

的新しい用語であるが，このような方法を適用し

た研究は，少なくとも約70年前まで遡ることがで

きる.

欧米では， ピブリオメトリクスという名称の方

がよく使われているようであるが，し、かなる名称

を用いる場合でも，カバーすべきと考えられてい

る領域は，研究者によって大きな違いがある.

研究の資料として， 上のプリチヤードの定義の
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ように，科学雑誌・論文に代表される記録された

情報のみに限る人々もいるし，より広く，科学

者，科学研究組織，科学文献，情報伝達機関な

ど，科学研究に関わりをもつあらゆる事象を分析

の対象と考える人々もいる. この中には， OR の

手法を適用した研究も含まれる.本稿では， この

ような広い意味での計量的研究をとりあげること

にする.

2. 計量情報学の展開

現在の計量情報学の研究領域を形成した源流を

大きくまとめると，次の 6 つになる.

1) 科学史家プライス (Price) が，現代科学

の特徴である巨大科学の特性を探るために行なっ

た，科学者，科学文献，研究組織の計量歴史学的

分析.

2) 科学社会学者たちが，科学の社会システム

の構造を明らかにするために行なった，科学文

献，科学者のネットワークなどの分析.その鳴矢

はマ一トン (Merton) であるが， カンドル (Can-

dolle) にまで遡ることもできる.

科学社会学者と科学史家の研究の境界を見いだ

すことはむずかしい.それは，科学社会学が歴史

研究からはじまったこと，および特に最近の歴史

学が(科学史も)社会史に大きな関心を寄せている

ことによる.

3) 1960年代に行なわれたレームクーラー

(Leimkuhler)やモース (Morse) らの OR学者に
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よる大学図書館の分析.

4) 雑誌選択や書誌サービスの分析などのため

に行なわれた書誌や引用文献の研究.この歴史は

古く，グロス (Gross) らやブラッドフォード

(Bradford) にまで遡ることができる.これは，

分布の類似性から，次の5) とも関係する.

5) ロトカ (Lotka) による科学者の生産性の

研究，ジップ (Zipf) によるテキスト中の単語の

出現頻度の研究.これらは，それ自身に対する興

味とともに，分布の類似性，統一的解釈という点

からも，多くの研究者の関心対象となった.

6) 全米科学評議会 (National Science Boｭ

ard) による Science Indicators-1972 の発行(以

後隔年発行).これは， r数量的指標の提示と分析

による米国の科学技術の評価」を目的としてお

り，米国の科学者の論文の質を評価するための引

用分析なども含んでいる.

このような研究動向を反映して，計量情報学の

文献は， 1960年代から急速に増加してきた.これ

らの文献については，いくつかの文献目録が発行

されている [2 ].現在入手しうる最も包括的な文

献目録(補遣も含めて)には，主たる範囲を記録文

献を対象として研究に限定しているが， 2日O文献

が収載されている.また本稿の範囲よりは若干狭

くなるが， レビュー論文もいくつかある[ 3 ]. 

さらに， 1978年には， r科学・科学政策の科学

のすべての数量的側面のための国際誌」なる副題

をもっ専門誌 Scientometrics が発行された.

Social Studies of Science , Journal of the 

American Society for Information Science, 

Journal of Documentation のような専門誌も，

多くの部分を計量情報学の論文に割いている.

このような研究の量的拡大は，当然大学のカリ

キュラムにも影響を与えたはずで、あるが，これに

ついてはアメリカでも異なる見解がある.一方で

は，アメリカ図書館協会(ALA)認定図書館学大

学院67校で，合計79の数量的方法に関する講義が

開講されており，そのうち45%程度がORの方法
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かその応用であるといわれている.他方では，ピ

ブリオメトリクスの講義を聞いている大学院は数

枝しかないとし、う観察もある.これは講義名の違

い以上の問題のようである.実際は，数量化への

初等的・記述的アプローチが大半を占めているも

のと思われる.わが国では，このような計量的方

法に関する講義がおかれているのは， 2 - 3 の大

学の図書館関係学科にすぎないと考えられる.

3. 代表的な研費テーマ

|蓮書館情報学研究者による計量情報学の研究領

域のとらえ方を知る l つの手がかりとして， Liｭ

brary Trends の30巻 l 号「ピブリオメトリクス

特集号」を見てみよう[ 3 ].この号は，序論を除

いて次のような章構成になっている:経験則，理

論構築およびビブリオメトリクス/ロトカの法則

再訪/フ、ラッドフォードの法則:理論と経験主義

および両者間のギャップ・ジップの法則の経験

的・理論的基礎/一般ビブリオメトリッグ・モデ

ル/引用分析/すたれ率/指数関数的成長の法

則:証拠，合意および予測/ピブリオメトリクス

の教育.

このような狭いとらえ方は，一部の研究者に限

られるわけで、はない.たしかに，文献の計数から

得られた経験則をあらゆる局面から確認し，また

それを何らかの機序の反映と見て解明しようとす

る試みは，研究の一段階としては不可欠であるか

ら，このようなテーマに多くの研究者が関わるの

も意味がないことではない.

しかし，このようなテーマのみに固執している

ことが，飛躍を妨げているように思われる.もう

少し基本的な問題に立ちもどり，それを広い視野

から眺めたほうが，有用な成果を期待できるので

はないかと私は考えている.しかし情報生産・

流通のモデ、ル化 l つをとってみても，簡単な作業

ではないことも確かであり，しばらくは現状記述

と若干の応用の段階にとどまらざるを得ないのか

もしれない.
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ここでは，現在多くの研究者がとりくんでいる

テーマを，便宜的に 6 つの領域に分けて述べる.

同時に代表的な研究者の名も挙げておく.

1 ) 科学者・科学文献の量的変化

科学者や科学文献の量に関する傾向分析は，歴

史的分析や予測のための不可欠の道具で、ある.ま

た，よりミクロな分析は，学問分野の盛衰を，全

体だけでなく，国別，時代別等に分けて知ること

を可能にしてくれる.しかし，これは，科学史的

あるいは社会学的意味づけのほうに重点があり，

方法そのものは単純で数学的興味はあまりないと

思われる.

代表的な研究者としてプライス( 1922-1983) を

挙げておくが，彼の研究はもっと多岐にわたって

し、 Tこ.

2) 生産性と科学者・科学文献の評価

あるテーマに関係のある論文を科学者はどれだ

け発表するか，あるいはある雑誌はどれだけ掲載

しているかなどを，科学者あるいは雑誌の生産性

(productivity) という.多様な要因と生産性との

関係の分析は，科学の社会システムを解明する有

効な手がかりを与えてくれる.科学者の生産性と

論文の質との関係の分析なども行なわれている.

各分野の雑誌の生産性を調査・分析した研究によ

り， 1960年代後半から 10年ほどのあいだに，アメ

リカでは数多くのドクターが生産された.

引用索引の考案者であるガーフィールド (Gar­

field) の名を代表的な研究者として挙げておく.

生産性は l つの評価尺度である.ピブリオメト

リクスのこのような側面を強調して，ナリン (Na­

rin) は評価的ピブリオメトリクス (evaluative

bi bliometrics) なるものを提案している.

この領域における科学社会学者たちの貢献も無

視できない.

3) 文献の構造

ある分野・テーマの発生と展開の分析，あるい

は特定分野の文献の構造的特徴を解明するため

に，書誌的結合 (bibliographic coupling) や共

1986 年 3 月号

引用(cocitation) と呼ばれる，引用関係の研究

が行なわれている.これは，ある新しいテーマが

どのようなテーマを基礎として発展したかなどを

知るのに有効な方法であり，またこれによって論

文や科学者，雑誌のクラスタリングなども行なう

ことができる.

ケスラー (Kessler) ，スモール (Small) ，ナリ

ンの名を挙げておく.

4) 情報検索における応用

情報検索は計量情報学とは一応別の分野と考え

られる.しかしその接点はいくつかある.単語

の出現頻度の分析などは，自動索引や自動抄録の

研究に不可欠である.一般の情報検索では，引用

関係も考慮することによって，検索効率が改善さ

れることが知られている.自動分類も検索に使え

る.しかし，実用システムの変更は考えられるほ

ど容易で、はなく，多くの成果は実用システムにと

り入れられるところまではいっていない.

ソルトン (Salton) のグループを挙げておく.

5) 図書館業務の分析

1960年代の OR学者を中心とする研究のあと，

1970年代になると，パックランド (Buckland) や

チェン (Chen) の教科書[ 4 ]，ブロフィ (Brophy)

らの論文集[ 5 ]などの発行により，図書館情報学

の教育の中でORは，そのレベルはさまざまのよ

うであるが，一定の地位を確保したようである.

この方法を適用した研究は，資料収集，蔵書管理，

配架，所蔵分担，カウンター業務，整理業務，製

本，マイクロ化，フロア・プランなど多岐にわた

るものであった.しかし，それらの実際的応用は

期待されたほど多くはない.実務を担当する人た

ちの抵抗が大きいのかもしれない.

蔵書選択・管理に関する論文は Collection

Man記1gement などを中心として， 発表がつづい

ている.

6) 科学政策の評価

さまざまの科学指標を利用した各国の科学組織

の比較や，科学政策の評価に関する研究が， Sci-
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ence lndicator s の発行以後特に多く発表されて

いる.これは，各国の政策決定者たちの関心も手

伝って，活発な研究がつづけられている分野であ

る . Scientometrics ~こ多くの論文が見られる.

科学指標の問題を扱った手頃な論文集も発行され

ている [6J. 

これらのうち，ピプリオメトリッグ分布(ブラ

ッドフォード，ロトカ，ジップなどの分布の総称)

の導出と統合(分布の意味づけはまだ成功してい

るとはいえない)や， Science Citation lndex な

どの引用索引を利用した文献や雑誌，学問領域の

構造の分析などに関する研究が，論文数としては

最も多いように思われる.

4. 計量情報学の課題

人間行動のマクロな分析，すなわち個人をブラ

ックボックスとみる見方は，心理学の分野におけ

る行動科学の衰退と認知心理学への関心の高まり

に見られるように，現在あまりはやらないようで

ある.哲学における現象学への関心，社会学にお

けるいわゆる現象学的社会学への関心，歴史学に

おける社会史・生活史への関心は，これと同じ流

れにある.

しかし，ある事象を充分に理解しようとするな

らば，マクロとミクロの両方の分析が必要になる.

情報学が科学研究の多様な局面を，主として，か

なり広い意味における情報の生産・流通・処理・

消費とし、う観点から分析しようとする試みである

なら，この必要性を充分認識したうえで，とりあ

えずの目標を設定し，モデル化，データ収集・分

析，モデルの検証…といった研究段階を l 歩ずつ

進んでいくのが常道であろう.

ところで，現在の計量情報学の研究を概観して

みると，明らかに問題解決型というよりは，現状

記述型であり，説明や予測は，はるか将来のことの

ように考えられているように見える.ときおり，

記述中心の研究に対する不満とそれをつき破れな

いもどかしさは感じられるが，大多数の研究者は
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マクロな計量で満足して，それを破る試みはあま

りにも少ないように思われる.もちろん，記述的

分析の結果は各種の評価に利用しうるので，それ

自身不要とはいえないが，そこにとどまるべきで

はない.

引用分析を例にとってみても，これまでの計数

のみによるマクロな分析では不充分で， r著者の

頭の中に踏みこむj ことの必要性が強調されるよ

うになった[7 J. しかし，このような方向の研究

としては，モラブチク (Moravcsik) らの内容分

析や[8 J, フ守ルックス (Brooks) の執筆者自身に

よる引用動機の分類結果の分析[9Jなど，まだ数

えるしかない.

計量情報学の研究の多くが現状記述型にとどま

っている l つの理由として，明確な目標が設定さ

れていないことが挙げられるのではないだろう

か.たしかに，多くの公共サーピスと同じように，

科学的営為の分析においては，多数の人々が合意

でき，かつ数量化が可能な価値を見いだすことは

容易ではないであろう.このため，最大化，最適

化の基準があいまいである(多くのORの問題の

ようにはうまくいかなし、)ということになる.し

かし，それはむしろ，価値の分析がなおざりにさ

れていることや，諸価値とその実現方法との別が

明確に意識されていないことなどによるのではな

し、かと思われる.

このようなことを考えながら，最後に，私なり

の計量情報学研究の目標(参照枠)を提出してみ

たい.このような目標を設定し，そこに l 歩でも

近づきうる研究を積み上げることによって，単純

な経験則への過度の執着を減じ，新しい方法の開

発の手がかりが得られると思うからである.これ

らの研究を進めるためには，社会調査の各種の手

法などとの併用が，今後ますます必要になると思

われる.

1) 知識の生産と伝達の機序の解明

科学者発見の心理学的・社会学的探究，科学者

の生産性を規定する要因，学問分野間の相互作

ォベレーションズ・リサーチ
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用，倒人ー科学コミュニティー社会の相互作用

2) 科学コミュニティの構造の解明

学問分野による諸特性の相違とその原因，ブォ

ーマル・コミュニケーションとインフォーマル・

コミュニケーショ入学問分野・研究テーマのラ

イフサイクル，学派やパラダイムの研究

3) 情報流通・利用の特性の解明

各種の特性の分析，情報センターや図書館の業

務分析・利用研究，科学情報システム構築の方法

論

4) 政策決定の補助科学

科学研究と科学政策およびその他の政策との相

互作用，科学政策・科学情報政策・教育政策等の

策定のための補助科学としての計量情報学，新し

い，かつ，より適切な科学指標の探究

もちろん，この中には計量的方法では充分に解

明できない問題もある.それらは情報学の他の領

域の課題である.
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